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域内貿易 輸入総額 輸出総額 [(吋パb)] I [(a)/(c)J 
1958 7，530 21，590 23，400 34.9% 32.2% 
1959 8，4日目 23，110 25，440 36.3 33.0 
1960 10，210 27，460 29，730 37.2 34.3 
1961 11，850 30，050 32，320 39.4 36.7 
1962 13，550 33.130 34.200 40.9 39.6 
1963 15，920 38，530 37，550 41.3 42.4 
1964 18，390 43，080 42，560 42.7 43.2 
1965 20.820 46.670 47，9α〕 44.6 43.5 
1966 23，230 50，870 52，640 45.7 44.1 
1967 24，510 52，610 56，140 46.6 43.7 
1968( 1 ~6 月〉 13，471 28，589 引1，245 47.1 44.5 
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)内で名と¥と¥守ζ二?i~一E供荷給国量(a)世界 (b)E E C (c)域外国 I(d)域集内中輸係入数
W1/Wo EdEo R，f R. (b)/(c) 
化学工業品 D 269 337 220 153 
原料別製品 6 261 302 225 134 
機械輸送具 7 300 348 248 140 
8 413 436 383 114 
工薬品計 5~8 281 335 244 137 










































λ ，オラ y ダ，ベノレギー・ノレクセンプノレグの5つの貿易地域の各々における工
EECの域内貿易と関税同盟 (443) 7 
業品の 4桁コ-vの品目の輸入額につき世界からの輸入壱W，そのうち EEC
からの輸入をど， 域外からの輸入を Eとし，添字0は1958年， 1は1965年とす




率乙との差， つまり域内外関税差 TT-T~ は， 1958年ではゼロで1965年に
おいては100/'0内外の水準に達している。 いま各国別に 4桁の品目についての














4)' EECの統計局で採用した貿易及関税用商品分類口assificationStatistique et Tanfaire， 
pour le Commerce Internationalの略号がCSTである。 1958年では貿易商品分類としては
一般に改訂前の国際標準商品分類 (Standard!nternational Trade Cla聞 fication戸ー.srTC)
が用いられていたが.EEC統計局はプヲツセル関税分類 (B古 N)との照合において SITC
よりも便利であり，かつ，国際貿易に畳場した新しい品目に適応するためにプラステ 4ツタ製品
や機倣類などの分類編成に工夫を払って独自の商品分類CSTを臨吊したのである。 ιのCST
は， その後改訂された SITCと殆んど同じであヮてj とくに4桁までは完全に合致する。
CSTの詳細については次を参照。 StatistischesAmt der Europaischen Gemeillschaften. 




付 欧州石炭鉄鋼共同体 (ιcs C) の対象品目。 これらはすでに共同市場
の影響を受けてしまっている。具体的には. C S T67の鉄鋼製品。











































なものの一つは， Verdoorn氏と Meyerzu Schlochtern氏の共同論文であろ
うぺそこでは，両氏は貿易転換にかんする問題点をつぎのようにのべてし、る。
すなわち， 1956年に対する1962年の主要各国の輸出の成長率は 143から 264に
わたって国別ないし地域別の格差が大きレので，共同市場の効果を専ら輸入シ
ェアの変化のみで見積もることを困難にしている。そこで，たとえばEFTA
のEEC向け輸出価額指数は EEC相互間貿易のそれよりも低いが， EFT A 
5) U. N.， World Ec叩 omicSur叩 y.1961; The Common Market: Productioll and Trade 
National Inslitute Economic Review. Aug. 1962 永川需男， REC効果は上司たか. r貿易E
関税J1962年10月号，荒木信義， EECの貿易に及目した影響 「財政金融統計月報」第138号。
6) P.]. Verdoorn.and ]. M. Meyer zu Schlochtern. Trade Creahon and Trade Dive四 wn
In the Common Market， College d'Europe， 1:ηtegratwn Eurο'peenne et R印 liteEconomique， 





















も，商品別にみると，化学品やその他の製造品 (S1 T C 6及 8)について貿易
転換が認められるというのである。
η その weightedshare inde演は次のようなものである。
A"1_~Mはーμ;j-!3dJ
" (1 ん1)崎+(1向1)B)
ただし XiJ: j国から 4国への輸入価額指数(1956=100)
μiJ : i国の基準年輸入におけるj国のシヱア
siJ : j園の基準年輸出における z国向けのシェア
M， 包園の総輸入額指数
Bj:j国の総輸出額指数
8) B. Balassa“Trade Creation and Trade Diversion in the European Common Marl日γ，
The Ec仰 omuJournal， Marc溢 1967，p. 5 












































B_ Ba]assa 氏は別の論文で1958年と 1963竿とについて工業品91品目の域内
への輸出額のもっとも大きかった国 (dominantsupplier) の域内貿易に占める







1) 上掲拙稿， p. 10またよりくわしく仕阿部統 行沢健三「世界経済の再編成」筑摩書房z
1968年. p. 118多参照。
12) B. Balassa， Tari:f Reductions and Trade in Manuf.actures among IndustrIal Countries， 
Amerir;潟nE，印循ω"“Revieω June 1966 












相対的に土り急速な増加し、わゆる“ externaltrade creation" が認められる
と一旦は述べながら，続いて，これは輸送具に関してはEEC結成後の調査基
準年となった1959年の特殊事情によるのであって.1959年の代りに1958-60年
平均をとって計算したばあいには逆に貿易転換が認められるとしている。これ
は，この種の作業における基準年設定の問題点を示唆するのであるが，このあ
との指摘は，本稿での作業で，フランス，オランダの機械・輸送具については
いわば貿易転換の存在を示唆する有意の相関が指摘されたのと考え併せると興
味を惹くものがある o しかし本稿での作業のばあい，他の国については有意の
相関が認め難いので，ここから何らかの結論をひき出すことはさし控え，全体
として， うえに述べたような結論を述べるにとどめたい。
